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   Ｈ０１Ｑ  19/17     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｈ０１Ｑ  13/02    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月9日(2008.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このように構成すると、特に、第２のホーンの先端開口を半円状部と、半楕円状部とに
よって構成することによって、第１のホーンの先端開口とを非常に接近して配置すること
ができる。しかも、半楕円状部の短軸の先端は、第１のホーンの基端開口よりも外方に位
置しているので、第１のホーンの基端開口の径を所望の径に維持することができ、これに
結合される導波管の形状も円形導波管とすることができる。
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